


昭和 55 年度より,主として治療,管理指導を目的として本研究が再出発したが,治療を行う

ためには原因が追究されねばならず,原因について最初に戻り原点からの出発ということ

で,咽頭培養,便からのウイルスの検索が行われたが,今の所まだ何も発見できなかった。疫

学的にみれば日本列島を西から東北に向けて発生が移動している所見がわかり,また昭和

54 年春から夏にかけて大発生が見られたことなどから,感染症が疑われるが,これも確た

る証拠は得られなかった。しかしカンジダによる動物実験モデルができることがわかった

し,免疫複合体の存在もほぼ確定できたし,一つの進歩であった。治療,管理に関しては,フ

ロベンがアスピリンと同様有効であるとは思われたが,これは来年度より,プログラムを組

んでアスピリン,副腎皮質ホルモンなどの治療成績を前向きに検討することとなった。心臓

障害にはエコーが極めて有用であり,また学童の川崎病罹患者のスクリーニング法のシス

テムが大体開発され今後の研究がまたれる。以上の研究をもとにして,さらに長期予後,長

期管理の方法を次年度より追究していく予定である。 


